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1．はじめに 
 現在，多くの大学で文章作成技術の習得を目

的とした講義が開講されている．理工系の大学
では実験レポート・卒業論文の執筆に，社会に
出た後は報告書などのビジネス文書の作成に際
して，正確な情報伝達のための文章表現技術の
習得が求められる．技術文章は往々にして簡
潔・明解・論理的に書くことが求められるが[1]，
講義において教員が全ての学生に対して適切に
添削指導を行うことは負荷が大きく困難である
場合が多い． 

 以上の背景を踏まえて，本稿では論文の執筆
経験がない理工系の学生を対象に，文書作成支
援を目的とした個別学習システムの開発につい
て述べる． 
 

2．提案システム 
提案するシステムは，ユーザの書いた文章に

対して計量分析を行い，その結果をフィードバ
ックとして提示するものである． 

文章作成支援に関する研究は，リスト化した
技術文書の規則を適用し，文章中の不適切な表
現を自動で検出するものや[2]，ルールベースに基
づく校正と係り受け解析を利用した推敲支援を
行うツールの開発[3]などがあるが，論文の文体的
特徴について検討した研究は少ない． 

システムによって文書作成の内省を促し，修

正を重ねることで文章を完成させること，それ

に伴い教員の添削作業の負荷を軽減することを

提案システムの開発目的とする． 

 

2.1 システム概要 
システムが対象とする文章は卒業論文「序

論」とする．ユーザである学生が書いた序論の
計量分析結果と，すでに添削を受けた同ジャン
ルの論文の計量分析結果を比較を示し，さらに
修正アドバイスを提示する．システムの流れを
図 1に示す． 
 

 
図 1 システムの流れ 

 

3. 「序論」の計量分析 
学生が書いた文章の計量分析結果との比較・

評価を行うための標準モデル（評価基準）を作
成するために，本学情報学部の卒業生 50 名分の
卒業論文の第 1章「序論」の計量分析を行った．
論文は全て教員の添削を受けたものであり，計
量分析を行う項目は文章表現に関する書籍を参
考にして設定した[1]．分析は Word・Excel を利用
して行った．今回の実験で設定した分析項目の
一覧を表 1 に示す．  
 

表 1 計量分析を行う項目 

No. 計量項目 No. 計量項目 

1 文字数 7 最長文の文字数 

2 文の数 8 文の長さの 

中央値 

3 読点の数 9 半角英数字 

4 一文中の平均 

文字数 

10 漢字率 

5 一文中の平均 

読点数 

11 ひらがな率 

6 最短文の文字数 12 カタカナ率 

 

4． 専門用語に着目した序論の評価 
 序論を文章中で使用される語彙で評価し，テ
ーマを自動判別することを目的とした実験を行
った．教員の添削を受けた序論をテーマごとに
分類したのち，KH Coder[4]を利用して頻出単語を
抽出し単語表を作成した．専門分野で使用され
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る単語に着目して使用頻度の高い単語に得点を
割り振り，単語表を利用して序論の評価した．
技術用語の得点化にあたって単語表の上位 1-10
位を 3 点，11-20 を 2 点，21-30 位を 1 点とした． 
本学情報学部のセキュリティ関連の卒業論文

序論から作成した単語表で，4 編の序論を評価し
た結果を図 2 に示す．評価対象の序論も同様に
本学情報学部のものであり，2 編が「セキュリテ
ィ」をテーマに書かれた序論，他はそれぞれ
「視認性」「システム開発」について書かれた
ものである． 

 
図 2 序論の評価結果 

 
 実験の結果，セキュリティ関連の序論で得点
が高くなり，テーマを正しく判別することがで
きた．以上より，判別の可否で専門用語の使用
回数を指示するアドバイス提示が可能だと考え
られる． 
今後は判別可能な別テーマを調べる． 

 

5．一対比較法による序論の評価 
 序論の計量分析による評価と人間の評価との
相関を調べる実験を行った．「セキュリティ」
をテーマに書かれた卒業論文序論 8 編を A から H
として，サーストンの一対比較法による評価を
行った．評価者は本大学の学生 11 名（学部生 8
名，大学院生 3 名）で，評価の際は時間をかけ
ずに，論文としてより良く書けていると感じる
ものを選ぶよう指示した． 
そして，一対比較の評価結果と計量分析の結

果を結果を比較した．特徴が表れた 3 種類の計
量項目による比較結果を図 3～図 5に示す． 

 
図 3 文の数と一対比較結果 

 
図 4 最短文の文字数と一対比較結果 

 

 
図 5 最長文の文字数と一対比較結果 

 
 文の数・文字数については，より文字量の多
い序論が一対比較の評価結果も高くなることが
確認できた．また，最短文・最長文の文字数と
の比較から，評価の際は冗長な文が好まれない
ことがわかる．以上より文章量があり，一文が
長すぎない文章が評価されるということが考察
できる．フィードバックに際しては，人間の評
価が高くなるよう文字数の増減を明確に指示す
ることが有用であることが示唆された． 
 

6．まとめ 
序論の文章の計量分析・専門用語の得点化を

行い，また一対比較による人間の評価との相関
を調べた．その結果，評価につながる可能性の
ある文体的特徴を確認できた．今後はさらに論
文の評価につながる分析項目を検討していく． 
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